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（注）当該商品について，正常な商慣習の範囲内で受領を拒む条件を定める場合に限ります。

受領拒否（第４の３（１））

　例えば，取引の相手方が発注に基づき商品を納入しようとしたところ，売行き不振又は売場の改装や棚
替えに伴い当該商品が不要になったことを理由に，当該商品の受領を拒否すること。・・・等

　販売予想に見込み違いが生じたことを理由として，あらかじめ定められた納期に受領しなかった。

問題となる場合
　購入契約をした商品の全部又は一部の受領を拒
む際，次の場合には問題となります。
○　正当な理由のない受領拒否であって，相手方
が，今後の取引に与える影響等を懸念してそれ
を受け入れざるを得ない場合

問題とならない場合
　次のいずれかの場合には問題となりません。
○　相手方側の責めに帰すべき事由がある場合
○　契約時に定めていた条件に従う場合（注）
○　あらかじめ相手方の同意を得て，相手方に通常
生ずべき損失を負担する場合

パチンコメーカー 部品メーカー

　以前には問題としていなかったような色むらを指摘して，あらかじめ定められた納期に受領しなかった。

衣料メーカー 染加工業者

　部品メーカーが納入した部品について，不良品があったロットのみ受領しない契約であるにもかかわらず，あ
るロットで不良品が見つかった際，他のロットの検査をせず，全てのロットの受領を拒否した。

自動車メーカー 部品メーカー

　仕様について確認を求められても明確な指示を行わなかったため，ソフトウェアメーカーは自らの判断に基づ
いて作業を行い納入したところ，発注内容と異なるとして受領を拒否した。

パソコンメーカー ソフトウェアメーカー

　新規店舗向けの商品を発注した日用品メーカーに対し，当該店舗の開店日を繰り上げたことを理由に，日用品メー
カーの事情を考慮しないで一方的に納期を短縮し，納期までに納品が間に合わなかったとして，商品の受領を拒
否した。

ドラッグストア 日用品メーカー

　部品メーカーが既に受注部品を完成させているにも
かかわらず，自社の販売計画を変更したという理由で，
納期の延期を通知し，当初の納期に受領しなかった。

自動車メーカー 部品メーカー
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（注）当該商品について，その返品が，正常な商慣習となっており，かつ，当該商慣習の範囲内で返品の条件を定める場合に限ります。

返品（第４の３（２））

　例えば，展示用に用いたために汚損した商品を返品すること。セール後に売れ残ったことを理由に返品
すること。・・・等

　メーカーが定めた賞味期限とは別に，食品スーパーが独自にこれより短い販売期限を定め，当該販売期限を経
過したことを理由に返品した。

問題となる場合
　受領した商品を返品する際，次のいずれかの場合
には問題となります。
○　相手方にあらかじめ計算できない不利益を与え
ることとなる場合
○　正当な理由のない返品であって，相手方が，今
後の取引に与える影響等を懸念してそれを受け入
れざるを得ない場合

問題とならない場合
　次のいずれかの場合には問題となりません。
○　相手方側の責めに帰すべき事由により，受領日から
相当の期間内に，相当の数量の範囲内で返品する場合
○　契約時に定めていた条件に従う場合（注）
○　あらかじめ相手方の同意を得て，相手方に通常
生ずべき損失を負担する場合
○　相手方からの申出があり，かつ，相手方の直接
の利益となる場合

食品スーパー 納入業者

　販売期間が終了したことや商品の売行きが悪いことを理由として，当該商品を返品した。

日用雑貨品販売店 納入業者

　期末における在庫調整を図るため，衣料メーカーが納品した衣料品の在庫商品を返品した。

衣料販売店 衣料メーカー

　棚替えや商品改廃に伴い定番商品から外れたことを理由に，日用品メーカーが納品した商品を返品した。

ホームセンター 日用品メーカー

　顧客からサイズが合わないとして返品された商品について，自社が返品を受けたことを理由に，衣料メーカー
に対して返品した。

衣料販売店 衣料メーカー

　あらかじめ返品の条件を取り決めていないにもか
かわらず，売れ残った商品，店舗改装時の商品入替
えに伴い在庫となった商品等を返品した。

食品スーパー 納入業者
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